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“人生に、野遊びを。”株式会社スノーピークの取り組み

 スノーピークは、登山、キャンプ、グランピ
ングのギア販売とプログラム提供を通して、
地域の自然を楽しむ事業に取り組んできまし
た。そのノウハウを活用し、地域経済活性化
の課題解決の具体的なアクションを「野遊
び」を軸に、地域と一体となり、楽しみなが
ら推進しています。

 十勝ポロシリキャンプフィールドを含め、全
国４箇所で自治体と連携してキャンプフィー
ルドを運営。

 さらに子会社として「株式会社スノーピーク
地方創生コンサルディング」を設立。アウト
ドアを軸とした地方創生にも関わっています。

 十勝では2017年２月にグランピングのモニ
タリングプログラムを開催。「グランピン
グ」とはグラマラス（魅惑的）とキャンピン
グをあわせた造語で、グレードの高い設備や
食事などで、従来のキャンプにはなかった価
値を体験できるキャンプとして注目されてい
ます。

 真冬の静かな空間と、真っ白な雪と広い空が
どこまでも続く景色を楽しんでもらい、十勝
の食材を使って地元の料理人がフルコース
ディナーを提供しました。また、十勝エリア
の自然やアクティビティを体験するツアーと
して、パッケージで提案しました。

（資料：Snow Peakホームページ、国立公園満喫プロジェクトホームページ、くらしごとホームページ） １

地域の価値を⾼める拠点づくり・場所づくりの事例



対象とする

スポーツ領域

OUTDOOR
SPORTS

地域の自然環境や地形、 景観、気候など

（フィールド）の個性に帰属する地域

との一体性を前提としたスポーツ領域

・Game

（人が集まる、遊ぶ）

・Athletic

（心身の健康）

・Exercise

（体得・コンディショニング）

・Recreation
（再創造・再構築）

スポーツが持つ価値要素

【競技として】
・トレイルラン

・フィッシング

・ロゲイニング

・リバーサーフィン

・SUP

・MTB

・etc

【体感】

・トレッキング

・キャニオニング

・キャンプ

・ラフティング
・ハイキング

・ネイチャリング

・山菜狩り

・etc

【場所文化・おもてなし】
・グランピング

・食文化とその学び

・地域農産物、マルシェ

・歴史と物語

・暮らし文化、風習

・地域固有の遊び

・ものづくり、生業

・etc

地域フィールドの個性と

スポーツ要素

高
品
質
な
空
間
づ
く
り

アウトドアスポーツ

振興への寄与

競技・クラブ

コミュニティ活性化

新規インバウンド

需要創出

場所・エリア

再生・開発

競技地域の

人の 育成

雇用創出

食文化創造発信

地域プロモー

ションへの寄与

地域の誇り

の再生

複数地域での野遊び展開

（野遊びリーグ）の意義

・多様な地域の個性を体感、周遊
・自然派、交流志向、

ロングステイ志向の外国人等への
連動プログラム提案

・地域間相互交流に依る意識触発、
連携促進

地
域
の
人
の
主
体
性
喚
起

地
域
資
源
の
本
質
と
の
接
触

野
遊
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領
域

野遊びの
実践による
地域活性化

スノーピーク 「スポーツ」＋「野遊び」による地域活性化構図
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HOTEL NUPUKA （帯広市 ホテル ヌプカ）

東京のレストランに月に１度集まる十勝出身者たち

が、十勝の魅力を世界に発信したいという想いから、

H27年にクラウドファンディングにより短編映画

を作成。十勝を舞台に、台湾人気女優を主人公にし

た「マイ・リトル・ガイドブック」という作品。

映画を見て十勝に行きたくなった人をもてなし新た

な人の流れをつくるため、HOTEL NUPUKA（ホ

テルヌプカ）を計画。

街を１つの宿に見立てて泊まる場所、お風呂に入る

場所など街ぐるみで宿泊客をもてなし、まちなかに

周遊させる流れを創出する、いわゆる「まちやど」

の考え方を取り入れています。

帯広市中心部の廃業したホテルの土地・建物を譲り

受けリノベーション、H28年3月完成。

１階ロビーにカフェ＆バーがありホテルのゲストだ

けでなく地元の人も利用でき、イベントも随時開催。

客室はシングル、ダブル、ドミトリーの３タイプで

コンパクトでありながら快適に滞在できる空間を確

保しています。

帯広市には世界各国から観光客が訪れており、訪日

外国人観光入込客延数は、H21年の3,091人でし

たが、H29年には、22,787人と大幅に増加して

います。

（資料：北海道 十勝管内観光入込客数）

（資料：北海道蛍雪新聞社ホームページ、北海道ファンマガジン、COLOCALマガジンハウスホームページより） ３
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えにあす （恵庭市 複合施設）

恵庭市では、公共の機能と民間の機能を有する「アルファコート緑と語らいの広場
複合施設（通称えにあす）」をリース方式にて整備をおこなっています。

「えにあす」は、健康・交流・知育創造の３つの要素をテーマにしています。

【土地所有者】 恵庭市（事業用定期借地権設定契約により30年間の貸借）
【建物所有者】 アルファコート株式会社
【構造】 鉄骨造地上2階
【延床面積】 約3,700㎡
【駐車場】 約120台
【駐輪場】 約100台
【公共機能】 面積約2,400㎡

◎市民活動センター ◎保健センター ◎夜間・休日急病診療所
◎図書館恵庭分館 ◎学童クラブ ◎子どもひろば ◎子育て支援センター

【民間機能】 面積約1,300㎡
◎宮の森スポーツクラブ ◎セイコーマート ◎地域FM放送e-niwa

（資料：恵庭市ホームページ） ４
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１．淡路市長沢地区における取り組み

（１）概要
【名 称】⻑沢ミニバス
【実施主体】⻑沢ミニバス運⾏委員会
【運⾏管理】 〃
【料 ⾦】無料

（２）取組内容
・運⾏経路やバス停の位置､時刻表の策定等の計画から、運転⼿の確保や負
担⾦の徴収等の運⾏管理の全てにおいて⻑沢ミニバス運⾏委員会が実施
・平成２１年度よりスクールバスとしての運⾏も⾏うようになったが、⼀般
混乗が可能となっており、⼀般利⽤者は年間約５，０００⼈となっている。

２．佐賀県伊万里市東山代町における取り組み

・バス利⽤状況に関係なく、当該地域住⺠か
ら１世帯あたり年１万円を全世帯から徴収
※約1/3がコミバス⾮利⽤世帯

・⾞検費、燃料費、強制保
険料、修繕費等を助成

⾞両の貸与、道路運送法の
許可等の対応を⾏っている

費⽤⾯以外
のサポート

⾏政が運⾏委員会に
委託する形式で運⾏

（１）概要
【名 称】元気バス
【実施主体】元気バス協議会
【運⾏管理】肥前観光（貸切バス事業者）
【料 ⾦】利⽤区間に応じて変動（⽚道100円〜300円の会員券）

※会員券は１０枚綴りのものを事前購⼊

（２）取組内容
・会員券を購⼊した⼈のみ元気バスに乗⾞可能
・運⾏⽇は⽕・⽊・⾦の週３⽇（祝⽇を除く）

５



地域の⽀え合いによる新たな地域公共交通に係る事例

３．「なかとんべつライドシェア実証実験」の取組

（１）概要
【名 称】なかとんべつライドシェア
【実施主体】中頓別町、シェアリング研究協議会
【運⾏管理】中頓別町
【料 ⾦】ガソリン代、プラットフォームの維持に必要な費⽤を料⾦体系

を設定のうえ収受
（２）取組内容
・ボランティア町⺠ドライバーの⾃家⽤⾞を利⽤したライドシェアの実証実験
・総合戦略の具体的な施策推進の取り組みとして平成28年度より実施。
・「シェアリング研究協議会」を町⺠、町内交通事業者、⾃治会連合会、学
識経験者などで組織し、協議を継続しながら推進。

資料：中頓別町ホームページ有志のボランティアドライバーのみなさん

・「Uber」の配⾞アプリもし
くは専⽤ダイヤルへの電話
により利⽤を予約。
・ボランティア・ドライバー
は、15名ほど参画いただい
ています。町の「交通グ
ループ会議メンバー」に所
属していただき、⾃動⾞学
校での安全運転講習の受講
や、安全マップへの協⼒も
予定しています。

・このような町⺠ボランティ
ア参画の取り組みを、将来
的には交通以外も含めた社
会資源の活⽤、共助のしく
みづくりにもつなげること
を想定しています。

６


